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　東日本の想像を絶する地震・津
波の自然災害、原発の人的災害と、
その現実を前にします時、恵まれ
たいのちの尊さと、そのいのちを
守っていくことの難しさを痛感さ
せられます。現地の方々の絆が深まり、その絆が
力となって、掌を取り合い、必死に歩いておられ
る姿に、日本中・世界中から、掌がさしのべられ
ていることを有り難いと思いました。放射能汚染
から子供を守るためには労苦を厭わない親さんの
姿、尊いことです。
「生まれてきてくれてありがとう・生んでくれて
ありがとう」
　当り前ではなく、尊い縁の元に親子と成らせて
もらった喜びを、親も子も、生涯味わい続けられ
たら、さぞ良かろうと思います。教育現場を中心
にして、多方面に渡り、地域社会のみんなで見守
り・支えていくことの大切さを思います。私も微
力では有りますが、地域社会の一員として、励み
ますので、宜しくお願い致します。
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- 田上智昭さんよりごあいさつ -

　この度、６月末をもって任期満
了により教育委員を退任すること
になりました。８年前に何もわ
からず教育委員を引き受けました
が、先輩の方々、教育関係の皆様
方にお世話になり無事に任務を終えることができ
ました。この間の教育現場の大変さを知ることが
でき、また、児童生徒の成長の早さに驚き、沢山
の経験そして勉強をさせていただき感謝申し上げ
ます。最後になりましたが、本町のますますの御
発展と子どもたちの成長をお祈り申し上げ退任の
御挨拶とします。８年間お世話になりました。

新旧教育委員から
　　　　ごあいさつ

-福﨑靖夫さんよりごあいさつ -

　７月から津奈木町教育委員が変わります。福
﨑靖夫さんが８年の任期を終え退任され、新し
く田上智昭さんが就任されます。
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